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産学共同講座　産業微生物学講座
微生物にグリーンサステイナブルケミストリーの
基盤を託した実学研究

　産業を取り巻く環境が大きく変化する中、低炭素社会の構築を目指して、微生物の持つ効率的で環境に優しい

多様な機能に各方面から注目が集まっています。代謝制御発酵によるグリーンリファイナリーの実現、微生物酵素

の特殊機能開発によるクリーンで効率的なファインケミカル生産技術開発などが、バイオサイエンスの深化を背

景にますます世界に先んじて高度に推進されることが期待されています。

　本講座は、産業に新たなブレークスルーを与える有用微生物の探索、機能開発と産業への貢献を目指した実

学研究を展開するために設立された講座です。独創的な成果創出を追求し、応用微生物学の核となるような研究

室にしたいと思っています。

　多様な微生物に目的の機能を求めた
スクリーニングを実施することによって、
特殊な性質を保持する酵素を取得する
ことが可能です。微生物酵素は遺伝子
クローニング法や変異導入法などの手
法を適用することにより、生体触媒とし
て産業利用レベルに高機能化されます。
　再生可能資源であるバイオマス原料
を高機能酵素により変換する事で人類
に有益な製品を工業生産することがで
きます。本手法は従来の石油化学に依
存した生産法とは異なり、持続可能で自
然環境への負荷の低い優れた手法（グ
リーンサステイナブルケミストリー）であ
るといえます。

　光学活性な水酸化化合物は産業上有
用ですが、不活性な炭素原子に直接水酸
基を導入するのは一般的な化学反応では
困難です。一方、微生物由来の酸化酵素
は、きわめて高い選択性で水酸基導入を
実現できます。

産業用生体触媒、グリーンサステイナブルケミストリー、バイオケミカルインダストリー、
機能探索（スクリーニング）、社会実装、微生物機能の高度活用
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微生物機能を活用したグリーンサステイナブルケミストリー

＜本研究室でターゲットと する酵素反応の一例＞




